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エノレツゲビノレゲの旅

石原舜三

Iはじめに

ブノレガリアからプラハに着いた目は10月1目であった

カミ暗雲カミ低くたれこみアノレプス以北のヨｰロッパで

典型的な冬空であった.これからチェコｰ束ドイツ国

境にまたがるエルツゲビルゲの山中で遇す日々のことを

憂うと同時に10年も前にこの長い寒い冬に堪えブレン

ナｰ峠越に北イタリアにぬけ底抜けに明るいイタリア

の風土に感激したある早春の目に想いをはせた.ヨｰ

ロッパの冬はそれほど私にとっては憂うつでありまた

今回は冬の準備をしていなかったのである.

チェコではもう何回もの地質関係の学会が開かれてい

る.第1回のIAGODは1962年にプラハで開かれたし

1968年には同じくプラハでIGC(国際地質連合)も予定

された.この会合は不幸にして政治的事件に巻込まれ

中断されたカミ事後処置カミ完壁であったためにかえって

チェコの人達の評価を高めかつ国際的な同情を集めた

ことは記憶に新レい｡プラハの中心にそびえる国立科

学博物館の天井には当時のソ連軍の威嚇機関銃射撃の

弾痕カ主いまだに残してあり現在でもチェコ人のささ

やかな抵抗をみることができる.

今回の会議はIGCPと呼ばれる国際的な研究計画に

属する｢酸性マグマと関連鉱化作用(略称MAWAM)｣

をテｰマとしたプロジェクトの討論会である.これは

チェコ地調のシ皿テムプロクにより提案進行中のもの

でSn･W･Mo･F1Nb･Taなどの鉱床研究者の専門家会

議である.160名程度の出席者でこじんまりとしてお

り楽しみにしていた討論会であった.会の前後にバ

リスカンの花開岩と鉱床をテｰマにした2つの巡検東

独一チェコとフランスのマッシブセントラノレがあり

私は前半の部に参加することカ主できた.ここではその

旅行で得た知識を紹介してみたい.

エノレツゲビノレゲはチェコと東ドイツにまたがる高地

または丘陵地であるカミ邦訳は一般にはゲビノレゲのみ訳

してエルツ山地と呼ばれている.エルツは鉱石である

からこの地域カミ古くからの鉱産地であったことを物語

っている.エノレツゲビルゲを含むボヘミア地方は後

写真1

MAWAM討論会

の出席者達(チェ

コ地調作成)�
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でのべるように古生代末期からほとんど一方的に浸食カミ

造んでおり地形的には準平原化が著しいものに属する.

内陸にあるために一全体がかさ上げされた｢エノレツの丘｣

と呼ぶのが最もふさわしいように感じられた.

エルツゲビノレゲにはチェコ名があってクノレシュネ

ホリ(KmきnるHory)と呼ばれる.近より難い山地の意

味だそうでかつてのこの地域は深山幽谷の様相を呈し

ていたのであろう.この付近は時によってドイツに属

していたこともあってドイツ名とチェコ名とが併用さ

れており日本ではドイツ名の方がよく知られている.

たとえばツインワノレタイトのツインパノレド(Zimwa1d)

はツィノベック(Cinovec)カリウム長石の双晶で有

名なカｰノレスパッド(KarIsbad)はカノレロヒバリ(Kar-

1ovyVa工y)チェコｰのビｰルの産地として著名なピ

ノレゼン(Pi1sen)はプノレゼニュ(P1ze五)である.チェ

コの言葉はドイツ語と同じくそのまま発音すればよく

若干の母音を弱めたり長くしたり子音を摩擦音化し

たりする記号カミつくだけであるからなじ｡みやすい.

エルツゲビノレゲはボヘミア地方の北西部を占める.

最初にボヘミアの地質の概況を説明しておきたい.

い方から次の時期のものからなる.

モルグヌピアン期(Mo1danubian):この時期の岩石

はボヘミア地塊の中央部南部からドイツのババリア地

方オｰストリアにかけて非常に広く分布する.変

成度カミ高い変成岩類とこれらに整合的あるいは非整合

的に貫入する深成岩類とからなる.原岩の時代は先カ

ンブリア紀のアｰケアンと思われているが地殻の再活

動が活発であった地域では一般に古い岩石について時

代を確実に証明する資料が得にくくここでも総合的に

その様に思われているにすぎない.

アジンティアン期(Assyntian):この時期の岩石は

先カンブリア紀のアノレゴンキァンの頁岩グレイワッケ

砂岩塩基性火山岩類からなり変成度は一般に低い.

既述のモノレダヌピアンの北方縁辺部を構成しボヘミア

地方の中央部や西部ではカンブリア紀からデボン紀にわ

たる堆積岩類に覆われる.これら堆積岩類は化石を多

産することで特に有名であるからアジンティアン期の

諾岩石カミカンブリア紀以前であることは明瞭である.

■ボヘミア地方の地質概況

チェコスロバキアは北緯45｡付近を東西にのび西部

のボヘミア中央部のモラビア東部のスロバキアから

狂る.ボヘミアの中心に首都プラハカミありこの美し

い古都はスメタナの交響詩｢わが祖国｣で有名なモルダ

ウ川に沿っている.地質的にはモラビアで2分され

西側の古生代後期バリスカン造山で特色ずけられるボ

ヘミア地塊(Bohemi･nMassif)と東側のアノレプス造

山期のアルプスｰガノレパチアン帯とに分けられる.

ボヘミア地塊は何回かの造山運動にまき込まれた後隆

起し現在では深部相カミ露出している.構成岩類は古

カレドニアンとバリスカン期:ボヘミア地塊の

北縁には低変成度の変成岩類とこれらに貫入する深

成岩類などがある.これらはシノレリア紀とそれ以前の

岩石カミカレドニアン期の変動で生じたものと思われて

いる.一方ボヘミア地塊の北西部を占めるエルツゲビ

ルゲは基本的にはアジンティアン期の諾岩石にバリ

スカン期の酸性岩が貫入して生じたものである.これ

については後述する.

バリスカン期以後ボヘミア地塊では大きな活動はた

く基本的には翠在まで浸食作用カミ進行している.し

かし若干の現象がなかったわけではなくバリスカン

写真2フラノ･ホテルインタｰナショナル前巡検旅行出発前の寸景.

津末昭生氏の顔がみ売る.

中央に熊本大学写真3

MAWAM3人男.左からティシェンドルフ(東

独)シュテムプログ(チェコ)バｰネノレ(仏).

頭の上の黒い方へ40才前半から年が多くなりベレ

ｰ帽氏が50才.�
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変動によって生じた盆地には二畳一石炭紀のアノレコｰ

ズ砂岩頁岩層が堆積している.その基底部には石炭

薄層が上部にはしばしば“redbed"が発達する.ま

た同じく大陸的な堆積物である白亜紀後期の砂岩マ

ｰノレなどが地塊の北部に分布し石炭層で特徴づけられ

る第三紀層がNE-SW構造陥没帯に堆積した.この

第三紀層を切って錦三紀のアルカリ岩系(“大西洋"型)

の火山岩類の活動がある.この白亜紀一第三紀の堆積

一火山活動はアノレプス帯の北方への衝き上げに関係し

ている.

皿エルツゲビルゲの地質

ヨｰロッパ西部におけるバリスカン変動は図1に示し

たように中央ヨｰロッパ帯(またはRhenides)とイベ

リア帯(Iberides)とに分けられ前者は北方から

I.レノｰヘノレシニアン(またはバリスカン)帯

■.サクソｰチュリンシャン帯

皿.モルグヌピアン帯

]V.南部分岐部

に分けられている.それぞれはバリスカン変動の異校

る時期を代表するもので変成作用と深成岩活動とは

皿帯で最も活発で北方と南方に弱まる.個々の地塊

では一般に花闇岩類の貫入を伴う最も変成度が高い部分

があってその両側に非変成で花陶岩類を伴いさらに

変成作用も深成岩の貫入も伴わない帯が発達する.つ

まり巨視的に対称性を有し中生代以後の太平洋地域の

ように非対称性を示さない点が特色である.

エルツゲビルゲの変成岩類ぱ4単位に分けら

れており下位の2属すなわちフライベルク統とプレ

シュニッツ統とが先カンブリア紀のアルゴンキァンと

思われている.最下位のフライベルク統は下部モノト

ナス複合体とも呼ばれ灰色(黒雲母)片麻岩からたる.

プレシュニッツ統は変グレイワッケ複合体と呼ばれるほ

ど砂岩に富み少量の片麻岩変礫岩炭酸塩岩珪岩

メダバサイト赤色片瞭岩たどを含む.

これらの上位にはカンブリア紀と思われるカイルペ

ノレグｰヨアヒムスタｰノレ層があってこれは白雲母片岩

両雲母片岩を主とし数枚の炭酸塩岩(±スカルン)と

珪岩などを來む.最上位のフラウエンバッハｰピコｰ

ド統はカンブリア紀～オノレドビス紀下部と思われてお

り千枚岩を主とし岩相変化に乏しく上部モノトナス

複合体とも呼ばれる.

これらの変成岩類は全体としてNE-SWの一大背斜

軸を有しその下にバリスカンの花庸岩類が広く分布す

るのである.背斜軸はSW方向へ落すため東部で変

成度カミ高く微櫓曲を繰返す深部相が露出し西部では千

枚岩程度に変成度は低くまた微榴曲構造は単調でS

面は一般にNE-SW走向を示す.

エルツゲビルゲを走る構造線のうち第一級の

ものはエノレツゲビルゲの隆起帯の外縁を画するもので

ある(図2).次に重要なものはNE-SWNW-

SWN-S(～NNE)系の断層である.これらが基本

的には花開岩類の貫入引続く鉱化作用などのすべてを

規制している.
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エルツゲビルゲの鉱化作用には

本文の主題であるバリスカンのSn-W

-Mo-Li鉱床のほか各種のものカ漁

られている.バリスカン期以前では

アジンティアン(3層準)とカレドニア

図工

蟄一螂ツバ幽部におけるバリスカン変動帯の区分と中央ヨ

ｰロッバ榊)Sn-W鉱化作用(STEMpR0Kら1972に

よる)
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カい㌧ア変動をうける古生層

娩ヘルシニア期灘成岩類

ヘルシニア変動登うける古生層

ヘルシニア期とより後期の深成岩類

γルゾス帯の中生代～肯錦…三紀層

柵'堆積物

若い火山岩類

構造帯境界

ヘルシニア期の主鉱化帯�
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ン(6～8層準)の層状鉱床カミある.これは磁鉄鉱

黄鉄鉱非鉄金属硫化物錫石からなり特定層準一炭

酸塩岩珪質岩塩基性または酸性の火山岩一に規制

される層準規制鉱床でありまれにスカノレンを伴う.

すべて広域変成作用を蒙りまれにバリスカン花開岩類

による接触変成作用もうける.古生代中部層の層状鉱

床はエルツゲビノレゲでは知られていない.

バリスカン期の鉱化作用はすべて花庸岩類に

関係するグライゼン鉱脈型などで一部では石灰質岩

を交代する.

i)Sn-W-Mo鉱床(後述)

ii)参金属硫化物鉱床:黄鉄鉱硫枇鉄鉱閃亜鉛鉱

黄銅鉱方鉛鉱ピッチブレンド赤鉄鉱フライベ

ノレグ石(含銀四面銅鉱)Sb-Ag鉱物輝銀鉱自然

銀Fe-Mn-Mg-Cu炭酸塩鉱物石英.この種

の鉱脈は次の3つに分けられラジウムの発見で有

名なヨアヒムスタｰノレのウラン鉱石もこの種の鉱脈か

ら産出した.

(乱)

��

��

石英一硫化物生成:フライベノレクマリエンヘノレグアン

ナベルク鉱脈群など

ウランｰ赤鉄鉱生成1ヨアヒムスタｰノレヨノ･ンゲエルゲ

ンシュタｰトシュネｰベルグアウエシュレマ液ど.

炭酸塩鉱物一銀一アンチモン組合せ:フライベルクｰブラ

ンドクライボイクツベルクブロインスドルフマリエ

ンベルクなど

バリスカン期以後の鉱化作用ではサクソニアン期(二

畳系下部)の裂か規制鉱床が顕著である.これには

(乱)参金属一螢石一重晶石鉱床

(b)Bi-Co-Ni-Ag一(U)鉱床

などがある.

第三紀火山活動に関係してFe-Mn酸化物の沈殿カミ

NW-SE系断層に沿って生じている.

wバリスカンの花筒岩類

エノレツゲビノレゲの花嵐岩類はNE-SWに伸長するバ

ソリス状で少なくとも75×180た皿の規模を有するが

露出する部分は非常に少ない.分布の形からもわかる

ように(図6)その貫入は明らかにNE系NW系な

どの弱線に規制されている.大局的にみて西部では

深部相が露出しており東部では斑岩類の分布や細粒の

小岩株が多いことからわかるように浅成部カミ現在露出

しているものと考えられている.

これらの岩石は塊状のアダメロ若狭義の花庸岩を主

とし非常に酸性である.斑叛岩閃緑岩は皆無に等

しく花筒閃緑岩も非常に少ない.変形作用の証拠は

“古期"に分類される一部の岩石で石英のゲフュｰゲ解

析から知られているにすぎない.この様な構造解析か

らの花闇岩類の分類は1960年代の前年に確立し石英

がカタクラスティックであることの有無カリウム長石

の秩序度などに基づく.ひずみをうける石英は橘出作

嚇一'ご1鴻念

終㌧新し燃物

[コ低変成度変成岩類

[コ高変成度変成岩類

固新しい火山岩類

熱/鶴ン1㍍舳地質

[≡≡三=1花商岩の地下等高線図(TIsc肥NDoRFら

醐構造線1971による)

園深部裂か

巨ヨ表層断層

[Σ三]金易錐丁末(除不少金易)�



一22一

古期花開若類中間瑚花開岩類

用の応力を記録したものと解釈されその様な岩石は

“1atekinematic"の時期すなわちバリスカンの変成･

変形作用に近い時期に晶出したもので古期岩類として

一括された.そして残りの一般の岩石はそれらの作用

カミ完了後に貫入したものでpOstkinematicな新期のグ

ルｰプと区分された.

現在では晶出順序のほか化学的･鉱物学性質を加えて

十数時期に細分され大きくは｢古期｣｢中間期｣

｢新期｣に3大別されている.この区分は主として露出

が広い西部地域の花庸岩類を基準としている.K-Ar

年代はこの区分に無関係に300と350m.y.付近に最大の

頻度を有する(図3).

古期花筒岩類(OG)は4相に分けられ最も初期

とみ狂されるもの(OG1)でSi0265%の岩石があるカミ

ｰ殻にSiO.70%以上平均値のモｰド鉱物組成はすべ

てアダメロ岩に相当する(図4).完晶質粒状の組織

を有するが斜長石の黒帯構造カミｰ殻に顕著である.

万奥

平均値

回所期｡Lヨｰアポ花陶潜

屯中間期十新潮黒雲厩両雲母花開岩

面吉期20･[1側黒雲砥花開岩

所期花商岩類

×1o{年

図3

バリスカン花筒岩類のK-Ar鉱物年

代(HAAKE,1972による)年代には

ある係数をかけて鉱物種間(白雲母

黒雲母カリウム長石)の補正がして

ある.

角閃石は含まれず黒雲母が主な苦鉄鉱物で黒雲母は

著しく暗色である.カリウム長石は微斜長石構造を示

す.古期岩類の最末期相の両雲母アダメロ岩(OGs)

は白雲母に當み董青石を含み典型的な古期岩類の性

質を示さない.この岩石には

i)古期岩石の特異な部分

ii)新期岩石が及ぼした変質作用で生じたもの

iii)新期岩石への漸移相

などの解釈がなされている.

中間期花庸岩類(亙G)は西部に主に分布し斑状

細粒を特徴とする.紅柱石デュモルチェライトが多

い点で新期岩石と異なる.東部の花商珪岩石英斑岩

も同時期のもので東部ではその浅成部分が露出してい

るものと考えられている.

新潮花寓岩類(YG)は全般的に広く分布し古期

岩石より若干酸性である点を除き組織主成分鉱物に

大きな差は認められない.しかしF,Rbなど一般に

残漿に濃集する微量成分に著しく富んでいる.暗色石

英から察するとU,Thなどの放射性元素にも著しく富

んでいるものと思われる.

㌰㌰

��

50･.50

《.

口ま㌦一･=･.

｡電抽姫回十日･.

十“､〆.･

廿.十

表1に晶出相別の平均鉱物組成を示した.古期岩石

では一般は重鉱物カミ少なく重鉱物中の量比では不透明

τ･鉱物(主にチタン｣鉄鉱)燐灰石ジルコンが多い.

㈫

3｡一方新期岩石はトパズ螢石錫石に當むことを著しい

斜長石

カリウム長石

図4

バリスカン花嵩岩類のモｰド鉱物比(STEMpR0Kら1974にBムmIANN

ら1974の平均値を加筆)平均値では薪期岩石カミカリウム長石に富

むカミ個々の値には逆の傾向がみられるがこれは測定岩体が前者で

西部後者で東部を中心として異なるためと思われる.�
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表1エルツゲビルゲ花闇砦類の鉱物組成(平均値容量劣)

BムU皿ANNら(1974)による

��古期岩類���中間期���新期岩類��

�OGl�OG2�OG3�OGs�IGl�IG望�YG1�YG男�YG8�YG]〕ユ

石英�29�34�36�32�31�38�35�34�36�31

カリウム長石�27�31�34�24�26�22�40�36�28�28

斜長石�36�29�28�34�32�28�20�25�30�31

合計�92�94�98�90�89�88�95�95�94�90

淡色雲母�O.7�O.9�O.3�6.6�5.3�6.皇�1.O�0.2�1.4�3.2

暗色雲母�7.0�4.8�1.5�3.1�5.0�511�3.5�3.8�3.3�4.臭

重鉱.物�O.3�O.3幸�O.2�O.3*�O.7*�0.5*�O.5�1.O�1.3�2.4

YG]〕ユ

を大きくはずれ19～27に低下する.

またLiはMgOと全く無関係に新

期で著しく濃集する.

エノレツゲビノレゲの新期岩石はわ

カミ国では苗木花開岩に類似する.

代表的な成分の平均値を苗木花商岩

その他の値と共に表2に示した.

主成分カミほぼ等しいのであるが苗

木高隈山花庸岩にくらべてエノレ

ツゲビノレゲの新期岩石が著しくF,

Rb,Li,Sn,Beに當むことが明

らかである.

上記重鉱物(D>2.9)粒径O.04～O.32mm中の重量比(%)

不透明鉱物�38�36�71�34�31�16�2�3�tr�1

燐灰石�36�36�9�48�20�34�1�2�2�3

ジルコン�20�20�19�12�23�21�6�3�1�tr

トバズ�1���缶�4�13�68�85�94�95

螢石�1�tr�1�缶�1�tr�20�8�3�1

電気石�1�tr��5�1�6�tI一�tr�t工�tr

栃溜石�1�1��1�ユ�5�1�1�1�

紅柱石��3�1�1�20�1�tr�1��

錫石�����1(?)�1�1�1�1�1

アナタｰゼ(十ルチル)��4�1�tr�2�4�1�1��

モナズ石十ゼノタイム��tr��1�1�1�1�1�1�1

*∩1帖～Ω.2%の董音石を含む����������

*O05～02%の董青石を含む

暗色雲母は黒雲母とFe-Li雲母(プロトリシアナイト十ツィンワルダイト)

特徴とする.

同様のことは化学成分でも明瞭で一般の主成分より

も少量～微量成分で各時期の特色がよくあらわれる｡

その一例を図5にあげる.中間期相は多少とも斑岩的

であるから深成岩相を呈する古期新期についてこれ

まで組織的に分析された成分を概観すると下記のよう

になる.

古期新期の花商岩類は付随する

鉱床においても著しく異なる.W

-M二0鉱床に古期岩石の近くに分布

しSn(一W)一Li鉱床は新期岩石

と密接に分布する.また長石化

グライゼン化などの変質作用も新期

岩石で顕著である.これらの変質

は一般には自変質作用とみなされて

いたが近年花商岩類固結後に深

部から上昇した溶液により生じたと

考える説カミ提案されている.この

説では両雲母花闇岩の白雲母も同様

な過程で二次的に生じたと考えるの

である.この問題は鉱床成因の全

新期で増加する成分:(SiO｡),P.O｡,F,Rb,Li,Ga.Sn,Be

減少する成分:TiO｡,MgO,CaO,Zr,Ba,Sr,Pb,

��爬��

増減が不明瞭匁成分:A1.O｡,Fe.03,FeO,MnO,Na.O,

��乢�

これらの傾向は一般の地球化学教科書で述べられてい

ることと大局的に一致する面もあるがかなりの点で適

合しない.エルツゲビノレゲの花崩岩類の特色はF,

Rb,Li,Snなどに著しく富むことでこの特殊な背景

が豊かなSn-W鉱化作用をもたらしたものと思われる

がたとえぱK/Rb比は一般に言われている150～300

体的なモデルにからめてあとで触れよう.

巨ヨ1

新期新j切

図5

エルツゲビルゲ酉部における時期別の主要成分の変化(TIsc互酬･

D0醐ら1972による).性格がやや異たる古期のOGsと新

期のYGmとは除いてある.�
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表2エルツ

ゲビルゲ花嵩岩類の特徴的な化学成分(平均値)

��古期岩石���中間期���新期岩石���日本の例�

�OGl�OG男�OG畠�0Gs�IG1�IG2�YGl�YG2YG3��YGm�苗木�高隈山

SiO里(%)�71.4�73.6�75.6�73.8�73.4�74.O�74.8�73.4�74.5�73.4�76.8�75.8

K20(%)�4.3�4.5�6.6�4.2�510�五.4�4.6�4.2�4.6�3.9�4.3�4.4

���㈰������������������������

�偐洩��〰��〰�〰��住��〰��〰��〰��〰��〰��〰〉�㌳〉㌹　

��㈰���〰�〰�����〰��〰��〰��〰����

������〉�〉�〉㈴〉�〉�〉�〉��〉���

Zr�170�ユ00�60�50�55�80�60中�45*�35*�20*�未測定�未測定

卮�������㈹�㌉���㌸��

���������������

���*総出限界以下カミ流る赤め仮円の軍均値､B^πw岬Nら(一974､に上る日太の借は轟島激倫折���������

*検出限界以下があるため仮りの平均値.BAUM畑Nら(1974)による.

V鉱床見聞記

エノレツゲビルゲの鉱床は一般にSn-W-Mo-Li鉱

床として知られている.しかし稼行価値のあるMo鉱

床は存在せず定量的かつ経済的にはSnが圧倒的に

Wが若干重要である.これらの鉱床はエルツゲビノレゲ

を中心にスラボコフスキｰレスフォｰクトランドな

どの周辺地域にも知られている.重要た鉱床は遍在し

その原因は広域的荏深部裂か関係花筒岩類の酸性度な

どにより説明されている.

鉱床は花闇岩の皮殻部がそのすぐ外側に分布しより

厳密にはキュポラ頂部大きい岩体の急斜側壁部2つ

の岩体を結ぶ馬の背部大岩体中の構造線上柱とに分布

する.これらの鉱床が壁岩中の局地的な断層交差部狂

とに存在することなどもかなり一般的である.

重要な鉱床はチェコ側に2カ所(ツィノベックとク

目本の値は寺島滋分析

ルプカ)東ドイツ側に2カ所(アノレテンヘノレグと工一

レンフリｰダｰストノレフ)あっていずれも小花筒岩岩

体頂部のレンズ～平板状のグライゼンアノレカリ長石化

帯に鉱染するものと周囲の鉱脈鉱床からなる.私達

は東部の重要3鉱床を見学したのちフライベルクカ

ｰルマノレタス市を経て中西部の鉱床を見学し再び国境

をこえてカルPヒバリに帰ったのである(図6).

ツインワルタイトのツィノベック

私達は3台のバスに分乗し10月2目の朝プラハの

ホテノレインタｰナショナノレを北西にテプリツェに向っ

た.バスの一台はソ連地質家にあてがわれた.それ

は言葉のためである.テプリツェまでは平坦地で白亜

系の小盆地の上を走る.一部に第三紀のアノレカリ火山

岩類が覆っている.テプリツェで合流者をのせるため

に小休止し澄んだ朝の市場風景を楽

しみ私は果物を仕入れた.

1ダ､

λ.由

〆ノ

フライペルグ

Φ

○

イ

ρ

凧電

力一ルマルクスシ⊥夕一ト｡

////ツ

ェｰレン･トダｰスドルフ､.洲

喚三ぺ高!､〆㌧

φ鰯綾･ド

榊機1､:､第ソノ神

､パ1嚢嚢藩､∵

聯ルロビ

､鰍徽ス､}燃::狐/鯛

燃ヘノ｡･敬徽三

んダ

鼻チプ1ツｰ

チェコスロバキア

1020k皿

＼

[コ花開斑岩

⑧主要鉱床

[コ石英斑岩

一戸国境

テプリツェから北々東に1止m一高

度差にして約500m登ると有名なツ

ノベック鉱山である.鳳はさすがに

肌寒くその意味ではエルツゲビノレゲ

はやはり山地である.東ドイツとの

国境にほとんど接している.ツノベ

図6

エルツゲビノレゲの花開岩類と主要錫鉱床(STEMpR0K

ら1971にカロ筆)

1.スラボスキｰレス岩体

2.ネシュデクｰアイベンシュドック岩体

3.ブラツナ岩体

4.東部クノレシネホリ山地

矢印は巡検順路�
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ックはドイツ語でツインパノレド(錫ヶ森)と呼ばれツ

インワルタイトの原産地として有名である.この鉱物

はリシア雲母であるレピドライトと黒雲母との中間的な

鉱物で鉄リシア雲母(K2(Fe2,Li,A1)ト6(Si,A1)80.o

(OH,F)壬である.

ツィノベックでバスを降りる前に私達は写真がとれ

るかどうかをチェコの地質家にたずねた.彼等の答は

国境カミ近いからわからないであった.英語でIdOn't

knowと答える場合にはご存知の通り否定的な意味を持

っている.しかし案内のツェドック派遣の人達は何も

言わない.私達は鉱山の付近から国境をこえた東ド

イツ側の風景まで遠慮なく写真をうつしたのである.

この時に限らず今回の旅行を通じて交通分杜側の人

達はその存在に気カミつかぬほど目立なかった.前回

紹介したブルガリアの旅と対照的である.彼等の活動

が目立ったのはチェコ再入国の時の通関の時だけである.

鉱山側の説明会ではシュテムプログが英語とロシア語

を駆使して手際よく解説した.豊富な語学力と共に

この種の行事に対するチェコの人達の経験の深さを物語

るものであろう.

ツィノベックはSn-W鉱床である.Snは14

世紀にすでに採掘され始めWは1879年から稼行され

現在まで断続的に生産は続けられている.鉱床は石英

斑岩に貫入するしi一アノレバイト花闇岩キュポラに密接に

関係する.なおアルバイト(化)花庸岩は著者によ

ってはアポ花開岩とも言われる.この小貫入岩体は

NNEにのびた露出を持ち外縁にはジュトックシャイ

ダｰと呼ばれて著名なペグマタイト脈が走る.

近年1,596mの構造試錐がほられほぼ水平的に拡

カミる4相の花闇岩類が確認された.すなわち上部の

836mは基本的には既述のLi一アルバイト花開岩(十ツ

イワノレタイト)でこれは中粒でありこの花嵩岩は花

闇斑岩に類似する細粒斑状のアルバイト花闇岩を捕獲岩

状に保有する.760mから下は主に中粒黒雲母花開岩

で細粒黒雲母花崩岩の挟みを有する.

古典的な鉱床は中央鉱床と現在では呼ばれこれ

は水平脈急斜脈グライゼンからたる.水平脈は花

崩岩の周縁部にそれをとりまく様に走り数Cmから

1.5mの幅を有し側壁はグライゼン化している.鉱

脈は石英ツインワノレダイトカリウム長石トパズ

螢石灰重石粘土鉱物錫石鉄マンガン重石からな

る.急斜脈はキュポラ西側の被貫入岩である石英斑岩

中でむしろ多い.構成鉱物は水平脈と同じであるが

硫化物(硫砒鉄鉱黄錫鉱黄銅鉱)に富む.

グライゼン(石英一トパズｰツィンワルタイトおよび

石英一ツインワルタイト)は鉱脈の側壁や水平脈の下

部に不規則レンズ状に発達する.鉱脈がほぼ等量の錫

石と鉄マンガン重石を含むのに対してグライゼン鉱床

は著しく錫石に富む.これらの鉱化作用には少なくと

も4回の時期カミ認められている.現在坑内掘りで採掘

され比重選鉱によりSn-W精鉱が出鉱されている.

中央鉱床の南方に近年の探査で南部鉱床が発見さ

れている.これは中央鉱床とは別のキュポラに属する

もので花開岩中のグライゼン鉱床である.構成鉱物

は中央鉱床のグライゼンと同じであるカミ品位は低く

錫石鉄マンガン重石灰重石カミ不均一に鉱染する.

sn/w比は5/1である.鉱化作用は早期から晩期へw

一ツインワノレタイトSn一白雲母アノレカリ長石化の3

時期に大別されている.鉱量的に稼行価値がすでに認

められている.

ツィノベックでは10名のみ入坑し私達を初め多くは

写真4ツィノベック鉱}の入口.稜線にほぼ近い

写真5耕場からみた古いツィノベックの選鉱場�
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第プライセルベルク鉱床

披1一'山

土坑;9o空

･"撚^よ

､馳｡'･㌔

4榊

蝉三㍗繁x

0200m++㌃㌣十

十｡十μ十

1□･□･[=三コ･麗翻｡固｡翻､匿コ｡翻､四､｡Eコ､､含件｡､中粒アノW

ES〔図7

クルプカ鉱床灘の断面

クノｰワル鉱床

(JANEcKムらによる)

1.黒雲母片麻岩

甲“21肩英斑岩

ヒ土)3.Keτsan砒e

脳ヒ1

㎜訓111川4細粒斑状花筒岩

“舳､ll〕lla中粒プライセルベルク花

～〕ト1汰鵜

イ::::･ン十･㌔十∴:べ:七:::二:1先:::泌/

古㌔…ン｡･一㌧㌔㌔･2b'串粒漱真琴竿花開岩

8.グライゼン(岩体周縁部)

9.含Sn02(W,Bi,Cu,

�

Zn)石英脈

ト花陶岩頂部の投影

群場ですごした.数世紀にわたる餅であるから坑内よ

りもいろん柱石カミ見学できるのである.ツインワルタ

イトの団塊カミごろごろしている.選鉱場も興味深く

比重選鉱であるから原理的には現在と同じものであるカミ

何しろ古く木製の部分が多い.ツィノベックから南

東へ約4たm再びバスで山を下り私達はクルプカ鉱床

地帯へ向った.ここはテプリッツェの北約7km一にあ

たる.

クルプカｰポｰフィリｰ錫鉱床?

クノレプカ鉱床灘の開発は砂錫の採掘によって12世紀に

始められ初成鉱床の採掘は13世紀と伝えられている.

最盛期は15-16世紀で19世紀前半も盛んであった.

第二次大戦中には輝水鉛鉱カミ採掘されその後はSnの

探査カミ続げられている.鉱床はプライセノレベノレグコ

マリヒツィカクノツルの3つに分けられている.

この地域の構成岩類は主に各種の片麻岩類でN-S

性境界で西側に石英斑岩カミ分布する.この斑岩は斑晶

が密なネバダイト質から細粒のフェルサイト質(とくに

東部)なものまであり東端の片麻岩に接する所では多

数の花嵐岩岩脈の貫入をうける.バリスカン花闇岩類

はこれらの下位に広く存在するのであるが露頭は1止血2

程度のものカミプライセルペノレグにあるにすぎ放い(図

��

プライセルベルクのグライゼン鉱体は上記の

プライセノレベノレグ花筒岩と周囲の石英斑岩片麻岩と

の接触部に発達する.この花庸岩は種々の岩相からな

り最も広く分布するものは細粒斑状黒雲母花開岩で

周縁部で早期の細粒花嵩岩の岩片を多量に捕獲する.

岩体の中心深部(265m)では試錐によりLiアルバイ

ト化アポ花筒岩カ漁られている.その周縁部にはグラ

イゼンレンズが多い.このアポ花崩岩の下限はまだ確

められていない.

グライゼン鉱体はSnグライゼン細脈が走る網状鉱床

で規模は厚さ25m長さ80mである.品位は低い.

錫石は石英一ツインワノレダイトｰトパズ石英一トパズ

グライゼンに少量の硫枇鉄鉱黄銅鉱ビスマスと共

に産出する.

鉱脈鉱床は数多くのものがある.花開岩体の東側で

NE走向急傾斜の鉱脈は片麻岩中で数｡mで石英斑

岩中で幅5㎜に肥大する.構成鉱物は上記グライゼン

騒にほぼ等しい錫鉱脈は水平の輝水鉛鉱石英脈を切っ

ている.鉱化申聞期のアプライト岩脈もあって早期

の石英脈やグライゼンを切っている.

花闇岩体南東部のルカス鉱脈は片麻岩中の水平鉱脈で

幅20-50cm石英プロトリシアナイト(Fe-Li雲母)

カリウム長石アルハイトトパざ錫石鉄マンガン

重石粘土鉱物からなりFトLi雲母トバズからなる

グライゼンを側壁に伴う.走向NW傾斜35.S煎で

ある.この鉱脈はペグ㌣タイト→錫鉱脈の典形とみ放

されるがこのカリウム長石はグライゼン化後の交代作

用によるものだと考える人もいる.

写真6ツィノベック鉱山における説明台風貴�
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図8クルプカ新鉱床上部の平面地質図(鉱山側資料による)

近年の探査によってプライセルベルク花闇岩の東方

に新しい潜頭キュポラが発見されている(図8).

その頂部は地表下70mに位置しその外縁は石英カ

リウム長石からなるペグマタイトシュトックシャダｰ

によって包まれる.このキュポラはLiアノレバイト化

花陶岩からなるが周縁部で細粒中心部で中粒まれ

に粗粒となる.グライゼンは周縁部にのみ産出し水

平の裂かに規制されてレンズ状を呈する.鉱化変質

作用は早期の鉄マンガン重石を伴う暗色雲母一石英グラ

イゼンより後期の錫石鉄マンガン重石灰重石卑

金属硫化物を伴うトパズｰ石英トパズｰ雲母グライゼ

ンとに2大別される.硫化物はキュポラの最上部にみ

られる.

sn/w比の垂直変化が明瞭で上部で3/1とsnカミ多

く下部では!/5でWに富む.灰重石は厳密には微少

割目に沿って産出する.

クノッル鉱床も同様に潜在するアポ花開岩の頂

部の鉱床である.

この様にクルプカの鉱床群の主力は花闇岩突起部の

変質岩中に錫石が鉱染する鉱床である.錫石鉱化が網

状～鉱染状であることはホｰフィリｰカッパｰ鉱床と

よく似ている.グライゼンからFとLiとを化学的匁

特異性とみなして差引くとこれはホｰフィリｰカッパ

ｰと言ラフィリック変質(石英一絹雲母)またアノレカリ

交代岩はカリウム質変質に相当する.貫入岩がより完

晶質であることもF,Liに起因させこれら揮発性成

分が結晶の成長速度を遠めさせかつマグマの粘性を低

下させるために静的な固結過程を生じて組織と貫入機

構に幸いて斑岩状を呈さなかったと考えることもできる.

私はこの横恋ことを空想しながら黒い“喪服"の作

業衣を拝借し(写真7)午後3時頃からプライセノレベ

ルクの坑内にもぐり日暮れてテプリツェのホテノレに帰

った.前回のブノレガリアでもそうであったが作業衣

その他で私達に負担をかげさせないための準備は実に丁

寧にたされていた.

ピンゲのアルチンベルク

10月3目再び同じ道を登ってツィノベックの側を通

り国境に出る.チェコ通貨を封筒に入れ封印をし出

国入国は比較的短時間に終了した.アルチンベルク

の近くのガストハウスで鉱床の説明を聞く.果物飲

物のほかサンドウィッチまで出されており朝食後いく

らも時間が発っていないのに不思議に思ったが後で原

因カミ集はわかったのである.強行軍の前兆であった.

アルチンヘノレグの鉱床は非常に有名である.その原

因はピンゲ(Pinge)にある.ピンゲは大陥没跡で

ある(写真8).丘の上が10ヘクタｰルにわたりすっ

ぽりと崩落している.

アノレテンベルクの錫の採掘は15世紀の中頃に始めら

れた.その世紀の終り頃には数多くの鉱山師によっ

て124の立坑がおろされ200㎜以上の深度まで採掘され

ていた.1620年この無計画な乱掘のために坑道は崩

落し始め地上の選鉱場を巻込み深度230mに至る坑

写真7クルプカ鉱{における入坑スタイル�
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アルチンベルクの

ビニ･ゲ

道をすべて押潰しピンゲを生んだのである.幸にし

て時間は午前4時であったと言われ坑内の29人のうち

死亡者は1名であったと伝えられている.

崩落以後のアルチンベルクでは崩落グライゼンを採

掘している.そのために種々の採掘方法が考案され

現在でもこの崩落物の下部から採掘を続けている.バ

ルク品位は0.3房snである.全鉱量の1/2以上はピ

ンゲ周辺の岩石にまだ存在しているものと思われており

この鉱床の規模は非常に大きい.

アルチンベルク鉱床は前述のチェコの鉱床と同

様に石英斑岩花崩斑岩の分布地域に貫入する新期

岩石に属する小岩株のうちの一つに関連している.こ

の花庸岩は花開斑岩中に貫入している(図9).“外殻"

花崩岩は数種の裂かの交差部に貫入しその節理は被貫

入岩のそれと一致することから花南斑岩が完全に固結

する以前に貫入したものと思われている.その頂部や

周囲の斑岩類に著しいグライゼン化かみられる.

グライゼン鉱体は300-400mの直径を有し深さ230

mの規模を有する.深部の“内核"花商岩とよばれるも

のや断層交差部ではグライゼンより後期のアノレバイト

化をうける.珪化や微斜長石化はさらに後期である.

内核花開岩の頂部のグライゼンはトパズ化し再結晶し

たものと思われている.この部分に産出するピクナ

イト(長軸に30cmにも達する黄色トパズ)粗粒の暗

色雲母石英などはその様な結果と解釈されている.

この2種の花嵩岩類の関係はまだ充分にわかってい狂い.

グライゼンには早期の暗色グライゼンと呼ばれるもの

:石英一トパズｰプロトリシアナイトｰツィンワルタイ

トからなり原岩の組織を残すものおよびより後期の

ち密暗色グライゼン:暗色雲母カミ石英トパズに変質し

少量の赤鉄鉱･ディッカイトが加わるものとからなる.
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図9

アノレテンベルク鉱床の断面(BAUMANNら1974による)

1.石英斑岩

2.花闇斑岩

3､外殻花尉岩

4.内核花闇岩

5.ランダム方向のグライゼン化部を伴う花闇岩

6.長石ペグマタイト

7.ピクナイト

8､完全にグライゼン化した外殻花陶岩

9,崩落グライゼン

写真9アルチンベルクに保存中の古いピストンミノレ.柱は木製で

鉱石を砕く尖端は金属製品である.稼動させるとすざましい

青がする,�
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その後石英一鉄マンガン重石一輝水鉛鉱一赤鉄鉱細脈が

これらグライゼンを切る.最末期の変質として赤鉄鉱

化とカオリン化とがありこれらは広く認められる.

鉱床の構成鉱物を図10に示す.錫石は微量校ものが

花崩岩には含まれるがペグマタイトにはほとんど産出

しない.これはエノレツゲビノレゲ全般の傾向でもある.

多くは2種のグライゼン中に微晶(O.01～0.1mm)とし

て産出しこれはしばしば黒帯構造を示し石英1一ハ

ズとの連晶を示す1赤鉄鉱は錬鉄鉱である.

私達はアルチンベルクの坑外と古い貴重な鉱山設備を

保存する博物館を見学した後フライベルクに移動

した.この町も古い鉱山地帯にあり12世紀以後の銀

鉱業により町が成立した.現在は人口5万人である.

町のほとりの丘に登りAgPb鉱山を訪ね市街地を望む.

フライベルクは静か恋落着いた町である.ゴｰストタ

ウンの面影はない.

フライベノレグは何と言ってもベルクアカデミｰの町で

ある.この鉱山大学は1765年に設立され地質鉱山

冶金の分野の教育と研究に先導的な役割を果し現在で

も地質学研究の重要な中心地である.主任教授のバウ

マン卒業後ベノレリンの中央研究所に移ったティシェン

ドルフプラハのチャｰノレス大学の地質学部長ポウバな

どは同じ頃ここで学んだのである.

この大学の別の名物は65,000種にのぼる鉱物のコレク

ションである.このうち2,500種が展示されている.

大学設立以来200年の間に卒業生を中心として組織的

に集められあらゆる分野にわたっている.とくに地

元のサクソンエノレツゲビルゲの銀鉱物は世界的に著名

である.1885年に当時の教授であったウィンクラｰが

稀産鉱物argyrOditeからゲノレマニウムを発見しメンデ

レエフのエガシリコンの予測を裏付けることになったの

錫下

鉄マンガニ菰石

郷水鉛鉱

鏑鉄鉱

ビスマス

カオリナイト

セリサイト

硫化物

化岡石

グライゼン化

トパｰズ;rf英

霊芦トパｰ一ズ

クライゼングライゼン

花商斑岩

未変質グライゼン化

トパｰズ

雲母

グライゼン

図10アルチンベルク鉱床の構成鉱物の量比と晶出順序

(BAU皿ANNら1974による)

である･また鉱床のコレクションも60,OOO種以上に

達しレニングラｰドロンドンについている.

私達は町の中心地のキャサドｰルを見学した後博物

館を見学し展示室で開かれた観迎パｰティに招待され

た.陳列ケｰスのガラス枠の縁にビｰノレやワインを置

きながらソｰセｰジをつまんだのである.パｰティ

のオｰナｰは学長で若い地物屋さんである.私はか

つて私達の大先輩がこの大学で学んだ聞きっての話を中

心にフライベルクとの交流を話し合ったがこの人の日

本に対する関心の深さと現代の日本の知識とに驚かされ

た.この奇妙で楽しいパｰティの後パスでさらに西

に向い夜遅くこの目の宿泊地力ｰノレマルクスシュタｰ

トに着いたのである.

写真10フライベルク町はずれの銀鉱山

写真11フライベルクの中心地�
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写真12説明を聞く旅行仲間.中央かU.S.G.S.のロｰダｰ氏夫人.

国際学会のマスコット的存在である.

ジュトックシャイダｰの工一レンフリｰダｰ

スドルフ

カｰノレマノレタス市は旧名ケムニッツと呼ばれ新しい

大きな産業都市である.カｰルマノレタスは酉ドイツ

のトリｰルで生れたはずだがと私は東ドイツの友人に

意地の悪い質問をしてみた.社会主義体制を記念して

名付けたものであろう.町のたたずまいは全く近代的

で私達のホテノレも高層で立派なものでこれまでのど

こよりも清潔であった.私達の多くはすでに多くのサ

ンブノレを集めて整理のために部屋に持込んだ.出カミ

けに私の乗ったエレベｰタｰが同じ仲間で丁度定員に達

しぶとエレベｰタｰカミちゃんと止るかどうかに関心を

覚えた.ブルガリアの旅の最後の目にソフィアで過し

たホテルでは定員内であるにかかわらず停止せず数

度全階を往復させられたのである.それを各人のサン

ブノレのためと私は信じていたのである.ソフィアのエ

レベｰタｰには東ドイツ製と書かれていた.

か一ノレマノレタス市のエレベｰタｰは1cmと逢わず停

止した.そしてその様祖東ドイツの第2目目が始まっ

たのである.東ドイツの2日間はすべてにおいてパｰ

フェクトであった.見学できない岩石はサンプルが用

意されラベノレには必要事項が印刷されていた.説明

の重複は最少限で遅くなる場合の用意も匁され私達

はお陰で多くの得がたい知識を得ることができた.

この目最初に訪れた工一レンフリｰダｰストノレフは

エルツゲビノレゲ中部の代表的鉱床である.近くにゲｰ

エルその他多くの鉱床がある.立坑で坑内に入るため

見学者を2群に分け特に必要な専門家のみを坑内班に

廻し他の人には坑外地質ゲｰエルのピンゲ博物館

校との見学コｰスカミ用意する処置がとられた.その辺

の決め方は一方的であるが効率的である.日本から

写真13カｰルマルクス市のマルクス像

の津末氏と私とは坑内に割当られ250mkベノレにおり

てジュトックシャイダｰの素晴しい光量をみることがで

きたのである.

ジュトックシャイダｰ(stockscheider)は花

開岩体頂部の外縁に発達するベレｰ帽状のペグマタイト

脈である.Scheidenは“分ける隔てる"を意味する.

おもに桃色のカリウム長石と石英とからなり少量の雲

母類を一般に伴う.暗色の片麻岩に接して幅10cm

～1mの桃色のおびが花開岩を隔てる光景はまさに圧観

である.上下境界ともシャｰプであるカミ近くにはア

プライトの岩床もみられた1多量のFが各鉱物の生

長速度を遠め静かな固結環境と相まってジュトック

シャイダｰは晶出したものであろう.エノレツゲビルゲ

が最も著名であるが世界のその他の古生代～中生代の

Sn-W鉱床地域でも知られている.

この付近の鉱床は被貫入岩の変成岩の構造に支配さ

れている.新期に属する小岩体の先頭部が何カ所かに

露出しこれらのうちエｰレンフリｰダｰスド

ルフの鉱床は“サウベルグ"花商岩と呼ばれるものに

関係する.これは片麻岩一雲母片:岩帯にのみ産出する.

地表には露出しない.この花商岩はENE-WSWに

伸長するリッチを有するがその上端は平坦ではなく

3つの小ドｰムに分けられる(図11).この上部に鉱脈

がほぼE-Wに走り断面では北西側の平坦面を中心に

やや放射状に開く(図12).花開岩の近くでは部分的に

アプラグ･ペグマタイト脈に変る.

E-W系鉱脈に直交するN-S系の張力裂かがとく

に北酉側平坦面上に発達しより後期の熱水期の鉱化を

うける.この鉱化作用はガングツエｰゲ(Gangz廿ge

複合鉱脈または連鎖鉱脈)として知られ著しい場合に�
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額､4エ､レンフ1一ダｰス1ルフ鉱山の全景中央に立坑がみえる'

は厚さ8皿に達する｡

ソウベノレグ花開岩はまだその頂上でグライゼンイヒが著

しくこれは自変質作用によるものと思われている.

グライゼンは粒度を著しく異にする･最も粗粒校もの

はジュトックシャイダｰを交代するものである･石英

.トパズ雲母類螢石ディカイトナクライド錫

石流枇鉄鉱少量の輝水鉛鉱からたる.一般にこの

地方では石英に乏しいトバズｰ雲母グライゼンカミ卓越

する.

るレベル十

十､

鯛の品位はグライゼンより鉱脈中で高/'･鉱脈は

主鉱化期の錫石流枇鉄鉱枇鉄鉱鉄マンガン重石

灰重石輝水鉛鉱輝蒼鉛鉱石英螢石トリプライ

ト(Mn万e2)､(PO｡)F燐灰石Li雲母ペリノレトパ

ズからなる.やや遅れて黄鉄鉱閃亜鉛鉱黄銅鉱

方鉛鉱石英緑泥石白雲母が晶出した･鉱物の垂

直変化がみられ鉄マンガン重石は花嵩岩の上限から30

～40加で出現し始めまたsn/As比は花筒岩近くで2:

1中間で1:1地表近くで1:4である.グライ
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図11

工一レンフリｰダｰス

ドルフ鉱床の花嗣岩と

鉱脈の分布

(BA皿皿AN瓦ら197里に

よる)

1.片麻岩一雲母片岩

2.花開岩

3.グライゼン

4.ランプロファイアｰ

5.複合鉱脈(第1レベル

の投影)

a.急斜

b.水平

6.立坑

図!2

同断面図(鉱山側配布資料による)
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ゼン自身の中でも下位へ1:1.5から1:0.5と変化し深

部に向けてSnが相対的に高まる.

イゼンの上部には石英脈カミあるが少量の鉄マンガン重

石を伴うのみである.

エｰレンフリｰダｰストノレフの南西約3kmには15

世紀から採掘されたゲFエル鉱山がある.鉱床は

工一レンフリｰダｰストノレフに酷似する.!960年頃の

探査で鉱石はほとんど採掘ずみと判定された.ここに

も1791-1807年に坑道の陥没によρ生じたピンゲがある.

コッテスベルクとジュネケンシュタイン

アイベンシュドック岩体はエルツゲビルゲで最も大き

い岩体であり西部に位置している.私達は坑内見学

を終えた後この岩体を横切りその西側ヘドライブした.

この岩体は浸食カミ造んでおり重要校鉱床を伴わだいか

西縁部にはコッテスベルクで代表されるやや重要な鉱床

群がある.その一部を見学するためである.

コッテスベルク付近では新期に属する花商岩類

のうち第1期相が全面的に露出しそれに小岩株状に第

2第3期相花陶岩カミ貫入する.これまでの他地域と

比較して花購岩中暗色雲母のLi量が低くまた多数

の石≡廷斑岩の岩脈とプラグランプロフィア岩脈角礫

パイプの存在などが特色である.鉱床にはグライゼン

型と鉱脈型とカミあるが前者が重要である.

ゴツテスベルクのグライゼンは岩体西縁から4長m内

側にありE-Wにのび深さ約100mに達したと言われ

ている｡グライゼンにはi)白色雲母グライゼン→

石英グライゼン.ii)白色雲母グライゼン→トパズグ

ライゼン→含トパズ石英グライゼンの2種があって後

者カミ錫石を伴う.一般に石英一トパズクライゼンガ沖

心にあって雲母グライゼンが周辺に発達する.グラ

ミュｰルライデンのグライゼンは西縁接触部に

あって稼行されたものは底辺200mの円錐状でほか

に小さいものは接触部沿いにいくつか知られている.

ホノレンフエルス側ではグライゼン化は弱い.グライゼ

ン化は石英斑岩プラグや角礫パイプに関連しても生じて

いる.ミュｰノレライデン鉱床の西北酉方1kmには

変成岩中にジュネケンシュタインと名付けられた著名な

角礫岩がある.

ジュネケンシュタイン(Schneckenstein)は変質

鉱化角礫岩で平原の中につき出ている.そのカタツ

ムリ状の形からこの様に呼ばれた.周囲を採掘しかな

り細身になっているがこの付近の名物で絵葉書にも

狂っている(写真15).現在では破損することを禁じら

れている.この角礫岩は急斜するパイプ状で最も近

い花開岩から400m西方にあり深部へも数100mで花

陶岩が潜在するものと思われている.

角礫は主に千枚岩で角礫はほぼパイプの外縁に沿?

てならぶ.マトリックスは変質鉱物で石英とワイン

黄色のトパズで少量の電気石螢石鉄マンガン重石

輝水鉛鉱イルメノノレチノレ燐灰石黄銅鉱銅二次鉱

物を伴う.錫石はごく少量である.下部へはトパズ

が減少し電気石が増加する.私達は日暮れ近くここ

を訪れこの黒いカタツムリの周辺をカタツムリの様

にはいつくばってトパズを拾った.

エノレツゲビノレゲに角礫パイプがあることを最初友人に

聞いた時私は意外に感じた.エルツゲビルゲのよう

写真15シュネケ;■シュタイン全景.

写真ユ6千枚岩の角礫を埋める石英.

品洞には自形の石英トバズが産出する.�
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た鉱床は上下運動や爆裂性の現象に乏しい典型的な種類

と思っていたからである.ジュネケンシュタインから

コッテスベルクにかけてこの付近には花陶岩被貫入

岩中に電気石化が著しい.そして電気石化帯は錫鉱化

帯と直接的には関係しない.電気石が上下運動の著し

い貫入体に付随して現れる事実はわカミ国の大崩山やア

メリカ大陸のホｰフィリｰカッパｰ鉱床の角礫パイプな

どに広く知られている.Bは他の揮発性成分のF,Li

などとは違った挙動を示し爆裂性の現象の原因の一つ

を構成するものと考えられるが厳密にはよくわからな

レ､.

私達はその後急いでバスに戻り南に下った.今夜

の宿泊地はチェコ側で100km近くの行程を残していた

のである｡エノレツゲビノレゲ周辺の両国では遣が混雑す

ることはないカ茎再入国時の待時間カミ予想された.国

境では事実予想以上に時間がかかったのである.私達

の多くは周到に用意配布されたサンドウィッチは面倒な

ので余り空腹で狂い時に腹に入れかえていた.また果

物などを買物をする余裕がないほど東ドイツの日程はぎ

っしりであった.私達はありったけの食物を分け合い

通関事務所の悪口を言い合った.たしかにこの小さい

チェコの国で何本もの主要ルｰトに設置された通関関係

の設備人員の維持費は巨額に達するはずである.ス

イスに付着するリヒテンシュタインと言わないまでも

もう少し小国であれば通関事務を簡素化し衣ければ破産

してしまうであろう.スコロボの宿に着いたのは夜11

時であった.

錫鉱床一非金属鉱床としての可能性

10月5目スコロボの朝は晴れ私達は気持ちよくホ

テルの前の広場を横切りこの地域の鉱物コレクション

を見学した.ここでも今回の討論会の案内力茎してあり

国を挙げての協力体勢カミ感じられた.プラハ空港に老

いた時今回の討論会の表示カミしてあり私は驚かされ

たので珍るカミその後プラハのホテルインタナショナル

カル｡狽ヒバリのホテルモスクワの会場と同時通訳など

を通じてこの国の地質科学分野に対する認識の高さに

･あらためて驚いたのである1､わが国ではこの様抵小討

論会で羽囲に襯迎の幕を凹kげ帝国ホテルを会場にして

4カ国語g同時通訳を期待するζとは無理削)では匁か

ろうか.地質学に対チる認識の深さを示すものにた

とえ減チ皿手下は土と岩石を扱う工事団体は必ず地質

家を保有してい匁ければ依ら扱い規則があってにわか

仕込みの知識で宅地造成をすることはできない害

さてこの最終目に私達はクラスノの同様な鉱床を見

学した.ここはカノレロヒバリの南々東わずか15}m

である.この鉱床は前日のアイベンシュドック岩体の

南方にエルツゲビノレゲをはずれて露出する大きな岩体

スラボコフスキｰレス岩体の周辺の小規模な新期岩体に

伴われる.片麻岩中にNE-SWに伸長するリッジが

あってドｰム状の部分に鉱化がみられる(図13).フ

ブミュノｰドビスコキｰカメンなどがクラスノ部落

のすぐ北にあって13世紀からSnが掘られフブだけ

で中世に1万トンの金属錫が掘られた.いずれもグラ

イゼンｰ石英脈の混合型であるがグライゼンが圧倒的

に重要である.休山中で古い露頭の採掘跡を私達は

再びチェコペｰスに戻っでゆっくりと見学した.

ところでビスコキｰカメン鉱床は最近非金属鉱床と

して再開された.これまでの既述で明らかたように

エノレツゲビノレゲの花闇岩類はアルカリに富み苦鉄鉱物

に乏しい.これカミわが国にあれば選鉱により黒雲母

を除きすでに利用されていたとしても不思議てたい鉱物

組合せを有している.錫鉱床にはアノレカリ長石化がみ

られそれはより後期の粘土化をうけている.この前

者の部分の利用面での研究が進みまた最も好ましい岩

石が発見されてセラミックガラス工業用に再開され

たのである.

この鉱床は図13の断面ですでに示したように上がグ

ライゼンLiアノレバイト花開岩アノレバイトアプライト

ｰ花開岩から放る.もともと錫の経済性はこの地域で

最も低かった鉱床である.稼行対象は最下位の岩石で

それが錫鉱床の西側で400×600m不規則形状で地表に

露出する部分である.その中心部では試錐により少く

とも200n1の厚さが確認されている.

細粒～中粒白色～桃色中粒のものカミｰ般的でほ

とんど長石と石英からなりごく少量のL呈黒雲母ツ

インワルタイト白雲母を含む.その他ではトパズが

不均一に分布し深部では2～5房に達することがある.

また鏡下で緑色の燐灰石も微量ながら特徴的ぽ含まれる.

一般にアルバイトがカリウム長石よりやや多く長石総

量は60～67房である古カリウム長石は正長石でパｰ

サイト組織を示さずそのアルバイト分子の量は7～11

劣である.

このアルバイトアプライトｰ花嵩岩には数枚の20一

一3C｡傾斜の長石帯が挾まれることが試錐で知られてい

る由厚さはか匁ゆ変化し最大35皿アルバイトと正

長石のみからなり両者の比率はほぼ王:!である岨

そのほか石英が5～25κの漸移帯的なものや雲母が3�
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～5%の雲母長石帯も知られている.

クラスノを後にして古城のそびえるロケトに戻り昼

食をとり久しぶりに明るいうちにカルロビバリのホ

テノレモスクワに帰った.途中付近の花庸岩類も見学し

た.その中にカｰルスバド双品の採集カミ合まれ

たことは勿論である.この双晶の原産地はロケト付近

に分布する斑状黒雲母花嵩岩である.これは“古期"

に属するものである.風化部からいくつもとることが

できる.外見上はわカミ国では屋久島の花筒岩に最も似

ている印象をうけた.

wむすび一分類と錫.､の起源

エルツゲビノレゲの銀鉱床は以上のように底盤上花闇

岩体突起部のグライゼンと近くの鉱脈に錫石が濃集す

るものが主体である.形態による分類ではイ)グラ

イゼンｰ鉱脈混在型が最も重要でついて口)グライ

ゼンレンズ型が大きい.その他ハ)グライゼンデス

ク型二)鉱脈型ホ)スカノレン型へ)鉱脈一スカノレ

ン型などカミある.

これらはスカノレン型を除いてここに紹介した鉱床に部

分的にも含まれている.スカルン型はズラティコペ

クブライテンブノレンｰぺ一ラなどで花崩岩から数百

図13

クラスノ地域錫鉱床の断面

図(JARc互｡vsKYによる)

1､細粒斑状花開岩

2.L五アルバイト花開岩

3.アルバイトアプライト

ｰ花闇岩

4.黒雲母片麻岩

5.アプライト

6.グライゼン

7.石英脈

｡圃魍8ピンゲ

mはなれた千枚岩中は存在し透輝石｣緑泥石一アクチ

ノ閃石スカノレン中に針状の錫石が鉱染するものである.

主力の鉱石鉱物は磁鉄鉱と硫化物(閃亜鉛鉱磁硫鉄鉱

黄鉄鉱黄銅鉱硫砒鉄鉱)とである.

ティシェンドノレフは変質鉱物によって次の5つに鉱

床を分類している.

a)トパズｰ白雲母型:コッテスベルグｰタンネンベルグｰミ

ュｰルライデン

b)トパズｰツインワルタイト型:アルチンベルグツィノベ

ックポルニスラブコ･フ

｡)電気石型:ポトレシ(Sn)アウエルスベルク(Sn)ディ

アバｰスドルフ(W)

d)緑泥石一硫化物型:ザイフェン

e)硫化物型:マリエンベルクの一部

ソ連式の分類はスミルノフによって試みられ

写真17カｰルスバド双晶が得られる風化離状花開岩.中央のコイ

ンは径約2c胆.

i)石英一錫石型

ii)錫石一硫化物と錫石一珪酸塩硫化物型

1ii)含錫石スカルン

iV)石英一鉄マンガン重石型

これらのうちi三)は電気石緑泥石を特徴的に含み

花闇岩から2たm以上はなれて産出する.

写真18美晶の発掘に懸命抵参加者.ただしこの人達は用意されたサンプル

の中からの発掘に熱中している左の写真は後の崖でとられた.�
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エノレツゲビノレゲの花開岩と鉱床とは地殻深部に達す

る裂か帯カミあってそれを通じて繰返し上昇固結したマ

グマ活動の一環として生じたものと一般に理解されてい

る･第三紀の火山活動や温泉活動はENE系の断裂帯

に沿って噴出しているのでバリスカンの主活動時期以

後でもこの深部裂かは時おり活動しているものと思われ

ている.カルロビバリで代表されるこの地方の炭酸

泉も断層に沿って点在し現世におけるその良い一例で

ある.

マグマの起源は地殻の下部あたりに浅く考え

る人が多い.それはRbなど地殻を代表する花陶岩類

に一般に多く含まれるためであろう.S･初生値は報告

されていないようであるが世界の他の類似鉱床では高

い値が得られており上記の考えと矛盾し狂い.

ところが錫の起源となると意見が分れる.ごく

普通の考え方は花闇岩マグマと同源と考えその錫は固

結末期に水溶液相に濃集分離し分離した所の近くに沈

殿したと考えるものである.もうチェコの長老に属す

るゾウベックなどはこの考え方の代表である.これは

花開岩と鉱床とを母一姫の関係とみなすもので多くの

支持者があり私自身もこの立場を一般論としてとり続

けている.

一方シュテムプログはグライゼン化やアノレカリ長石交

代作用が花商岩固結後に生じているから“鉱液"と花闇

岩との関係はよりうすい血縁関係主みなす立場をここ

数年間とり続けている.す恋わち兄弟一姉妹の関係と

みるのである.彼は花崩岩マグマ発生場所の近くで何

らかの関係を有して鉱液カミ発生し花陶岩マグマと共通

の弱線を経て上昇固結したものと考える.

酸性マグマと関係鉱床における関連.性の最大の問題

は如何に両者が関係しているかを観念的でなく具体

的に説明することにある.花開岩では一般に苦鉄質相

か早期で珪長質相がより後期の野外晶出関係が得られ

ている.鉱床でも低温性変質カミ高温性変質よりも後期

である.花嵐岩はもともとマグマであったものと考え

マグマの分化を火山岩におけるマグマ溜りを考えると

軽い物質カミその上部に集まり最初に上昇固結するであろ

う.これは上記の観察結果と合わない.また50k皿

の地殻深部にその原因をゆだねても最初に生ずるマグ

マが最も揮発生成分に富むであろうから同様に観察事

実を説明でき粗い.

上述の未解決部分のうち鉱床に関しては地表水混入

モデノレでうまく説明できそうであるカミまだその様匁研

究はおこなわれていない.ただしアメリカのホｰフィ

リｰカツバｰ鉱床の変質帯の研究実例や私達の日本の

モリブデン鉱床の結果から推察するとグライゼンやア

ノレカリ長石化帯が多量の地表水の混入によって生じた可

能性は少ないかも知れ校い.

以上の様に花商岩と鉱床との関連性については研究

テｰマとしてとっつきにくいこともあって非常に重要

なのであるが討論会でも眼をみはるモデノレは提出され

ず従来からおこなわれているように“マザｰロック"

あるいは“シスタｰロック"と呼ぶことによってそれ

ぞれの演者のフィロンフィｰを披露する程度にとどまっ

た.

ティシェンドルフは鉱床中の錫の起源を花闇岩中の

とくに雲母に含まれる錫石に求めている.これが含弗

素溶液により抽出運搬され上部に濃集したと考えている.

この溶液そのものの起源はシュテムプログと同様に考え

ているらしい.この考えから彼はFの分析こそが錫地

化学探査の本命であると強く主張する.一般には岩石

鉱物申のSnそのものが最も重要な指示成分と考えられ

ている,

以上でエルツゲビノレゲの地質鉱床の紹介を終りたい.

鉱業的には現在チェコと東ドイツでそれぞれ2鉱山ずつ

稼行されチェコの生産量は年間千数百トン全量カミオ

ランダを中心とする西欧側に輸出されていると聞いた.

東ドイツの方が採掘は活発であるように見うけられたの

で生産量は多いのであろう.

エルツゲビノレゲは歴史が古いために高品位部はかなり

採掘されているがホｰフィリｰカッパｰ鉱床との類似

性からわかるように低品位グライゼンはまだ多量に存

在する.また変成岩類の下位に潜在するキュポラは無

数にあるであろうから今後とも鉱業的に重要な可能性

を秘めているものと考えられる.

本文は巡検ガイドブック(BAU巫ANN,L､,ST㎜PR0K,

M｡,Tsc亘酬Do盟,G.,ZoUBEK,Y,1974,Meta11ogeny

oftin舳IdtungstenintheKrus泌Hory_Er鵯ebirge

チェコ地調66p)をもとに若干の文献を参考にし私が

見聞したものを加えて書おろした｡討論会の内容につ

いては触れることができなかったが機会があれば紹介

したいと思っている.前回のブノレガリアから今回のチ

ェコ束ドイツの巡検を通して現地の地質家がその準

備に私われた努力は多大のものがある.2回にわたる

旅行記を終るに当り厚くお礼申し上げておきたい.

(筆者は鉱床部)�


